
ＧＰＡ値の分布状況（令和７年度１年生後期）　（通年で判定）

GPA
児童教育学科
小幼保コース１年

児童教育学科
幼保コース１年

生活科学科
生活福祉専攻１年

生活科学科
食物栄養学専攻１年

教養学科１年

3.5以上4.0未満 0 2 3 3 6
3.0以上3.5未満 5 17 2 7 22
2.5以上3.0未満 16 31 1 8 14
2.0以上2.5未満 4 29 1 9 7
1.5以上2.0未満 4 19 0 3 0
1.0以上1.5未満 0 3 0 2 1

1.0未満 1 3 0 1 2

計 30 104 7 33 52

GPA 1/4以下 2.08 1.98 2.49 2.04 2.62
該当者数 7 25 1 8 13

令和8年5月18日

（成績評価の基準）
試験の成績は、次のように100点満点、５段階で評価。秀・優・良・可は合格とし、 不可は不合格。
秀（100～90点）　　優（89～80点）　　良（79～70点）　　可（69～60点）　　不可(59点以下)
全履修科目を網羅する成績指標として、ＧＰＡ（グレード・ポイント・アベレージ）を採用する。ＧＰＡは次のように算出する。

　　　　（履修登録した授業科目の修得単位数）×（当該授業科目のＧＰ）の総和）
ＧＰＡ＝ ―――――――――――――――――――――――――――
　　　　　履修登録した授業科目の総単位数（不合格科目・失格科目を含む）

成績の評価 ＧＰ
　　秀　（９０点以上） 4.0
　　優　（８９点以下８０点以上） 3.0
　　良　（７９点以下７０点以上） 2.0
　　可　（６９点以下６０点以上） 1.0
　　不可（５９点以下） 0.0
受験資格のない者は失格とし、単位を与えない。この場合、当該科目の単位修得は再履修。
※既修得単位、志學館大学の特別聴講科目などの「認定」科目は除外。
よって、ＧＰＡの最高は４．０となる。

令和２年度～

　　　　鹿児島女子短期大学

※令和６年度後期の学業成績判定については、前期の授業科目を後期で行ったり、通年の授業科目もあることから、後期分の授業科目で判定するのではな
く、年間通年で判定したものである。

ＧＰＡ最高値　４．０
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【令和７年度後期】GPA値の分布状況

児童教育学科

小幼保コース１年

下位４分の１：ＧＰＡ２．０８以下（７名）
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【令和７年度後期】GPA値の分布状況

児童教育学科

幼保コース１年

下位４分の１：ＧＰＡ１．９８以下（２５名）
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【令和７年度後期】GPA値の分布状況

生活科学科

生活福祉専攻１年

下位４分の１：ＧＰＡ２．４９以下（１名）
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【令和７年度後期】GPA値の分布状況

教養学科１年

下位４分の１：ＧＰＡ２．６２以下（１３名）
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【令和７年度後期】GPA値の分布状況

生活科学科

食物栄養学専攻１年

下位４分の１：ＧＰＡ２．０４以下（８名）


